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三
浦
宏
也
く
ん
（
西
湖
）

　
　
　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
！

小
立
少
年
野
球
が
県
大
会
で
準
優
勝
！

県
建
設
業
協
会
都
留
支
部
か
ら

　
　
防
災
グ
ッ
ズ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
制
度
に

　
　
　
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　
西
湖
地
区
在
住
の
、
吉
田
高
校
３
年
生
の
三
浦
宏
也

く
ん
は
、
８
月
６
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
埼
玉
県
の
さ

い
た
ま
市
記
念
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
へ
出
場
し
、85
�
級
で
見
事
、
全
国
優
勝
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
本
当
に
た

く
さ
ん
の
方
々
の
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。
優
勝
と
い
う

結
果
は
、
厚
い
指
導
を
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
や
厳
し

い
練
習
を
乗
り
越
え
た
仲
間
達
、
家
族
、
応
援
し
て
く
れ

た
方
々
と
い
う
大
き
な
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
出
せ
た
結

果
で
す
。 

　
僕
は
、
全
国
優
勝
を
目
指
し
て
み
た
い
と
思
い
、
吉
田

高
校
で
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
に
入
部
し
ま
し
た
。

怪
我
に
苦
し
み
、
練
習
が
嫌
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
三
月
に
行
わ
れ
た
全
国
選
抜
と
今
回
の
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
に
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
目
標
で
あ

る
全
国
三
冠
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
十
月
に
行
わ
れ

る
国
体
で
優
勝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
気
を
引
き
締
め
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
宏
也
く
ん
は
、
高
校

生
活
の
集
大
成
と
し
て
、
全
国
三
冠
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
宏
也
く
ん
の
高
い
目

標
実
現
の
た
め
に
、
大
い
に
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　　
去
る
８
月
９
日
か
ら
23
日
ま
で
行
わ
れ
た
、
Ｕ
Ｔ
Ｙ

カ
ッ
プ
山
梨
県
大
会
に
お
い
て
、
女
子
部
員
３
名
を
含

む
、
22
名
の
小
立
少
年

野
球
チ
ー
ム
が
参
加
１

５
１
チ
ー
ム
の
中
で
準

優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し

い
成
果
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
小
立
チ
ー
ム
は
、
優

勝
チ
ー
ム
と
一
緒
に
山

梨
県
の
代
表
と
し
て
10

月
上
旬
、
長
野
県
で
行

わ
れ
る
信
州
交
流
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
の
奮
闘
に
も
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
８
月
４
日
、（
社
）
山
梨
県

建
設
業
協
会
都
留
支
部
か
ら

町
の
小
学
校
と
保
育
所
に
防

災
袋
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ネ
ッ
ト

ラ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
の
防
災
グ

ッ
ズ
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
建
設
業
協
会
都
留
支
部
で

は
、
一
般
の
方
々
に
広
く
建

設
業
業
界
を
正
し
く
認
識
し
て
も

ら
お
う
と
、
様
々
な
形
で
地
域
社

会
へ
の
貢
献
活
動
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
道
路

清
掃
、
沿
道
の
花
植
え
、
河
川
清
掃

な
ど
の
事
業
や
想
定
さ
れ
る
地
震

へ
の
素
早
い
対
応
と
し
て
、
県
や

各
市
町
村
と
災
害
協
定
を
結
ん
で

い
ま
す
。

　
今
回
の
防
犯
グ
ッ
ズ
は
、
５
年
前
か
ら
南
都
留
地
域

の
市
町
村
に
順
番
で
寄
贈
い
た
だ
き
、
今
年
は
富
士
河

口
湖
町
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
建
設
業
協
会
で
は
、
地
域
で
働
く
も
の
と
し

て
、
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
現
場
の
ト
ラ
ッ
ク
や

乗
用
車
に
安
全
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
っ
て
、
仕
事
で
飛
び

回
り
な
が
ら
、
日
々
の
安
全
巡
回
も
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
７
月
広
報
誌
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
賛
同
す
る
個
人
・
団
体
か
ら
広

く
寄
附
金
を
募
り
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
寄
付
者
の
意

向
を
各
種
事
業
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
富

士
河
口
湖
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
」
の
公
募
を
募
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
第
１
号
と
な
る
、
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
寄
付
者
　
功
刀
　
功
様
、
功
刀
　
照
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
在
住
）

■
事
業
使
途
　
環
境
保
全
支
援
事
業

　　
功
刀
様
夫
妻
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金
は
、
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ガ
ン
バ
レ
、
宏
也
！
　
つ
か
め
、
全
国
三
冠
！ 
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１０月は「ピンクリボンキャンペーン月間」です。　　　　　　

女性が、いつまでも、明るくさわやかに生きるために、　　　　

自分の「生命」「乳がん」について考えてみませんか？

日本人女性が最もかかりやすいがんは乳がんです。

女性の２０人に1人が乳がんになっています。

３０歳代から４０歳代にかけて急増し、

ピークは４０歳代後半です。

「乳がんにならないといえる人はひとりもいないのです。」

　まず、はじめましょう。　自分の大切な乳房のブレストケア。

　月1回、乳房に触れたり、観察して変化がないかセルフチェックしましょう。

　そして、忙しくても定期検診（マンモグラフィー・超音波検査）を受けることが大切です。

　今年も各都市でピンクリボンフェスティバルが開催されます。シンポジウムのほかレインボ

ウブリッジなどのライトアップ、スマイルウォーク等が実施されます。

富士河口湖町では、10月8日（水）　乳がん検診 を実施します。

★乳がん検診を希望される方は・・　健康増進課（℡72-6037）までお問い合わせください。

「私は大丈夫！」「まさか、私は乳がんにならない」でなく、

「もしかして、私も乳がんになるかも・・」と思って欲しい。

乳がんの早期発見・早期診断・

早期治療の大切さを伝える

シンボルマークです。

　
E
メ
ー
ル
　kenkou@town.fujikawaguchiko.lg.jp

健
康
づ
く
り
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集

　
来
年
の
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲

載
す
る
「
ひ
と
を
ま
ち
を
元
気
に
す

る
健
康
づ
く
り
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
を

募
集
し
ま
す
。
優
秀
作
品
２４
点
に
は

賞
品(

町
特
産
品)

を
贈
呈
し
ま
す
。

ち
な
み
に
今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
こ

ん
な
感
じ
で
し
た
。

　(

例)
 

や
っ
て
い
る
?
月
に
1
回
自
己
検
診
　

　
　
　
　
自
分
で
で
き
る
乳
が
ん
検
診(

9
月
掲
載)

　
　
　 

週
2
日
の
休
肝
日
　

　
　
　
　
お
酒
は
上
手
に
楽
し
く
飲
も
う(

7
月
掲
載)

■
募
集
内
容

　
次
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
本
人
自
作
、
未

発
表
の
も
の
と
し
ま
す
。(

1
人
１０
点
ま
で)

。

①
栄
養
・
食
生
活
　
②
身
体
活
動
・
運
動
　
③
休
養
・
心
の

健
康
づ
く
り
　
④
た
ば
こ
　
⑤
ア
ル
コ
ー
ル
　
⑥
歯
の
健

康
　
⑦
糖
尿
病
　
⑧
循
環
器
疾
患
　
⑨
が
ん

※
入
賞
作
品
は
広
報
１２
月
号
で
発
表
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
学
生
の
場
合
は

学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
上
、
郵
送
ま
た
は
E
メ
ー
ル
に

て
左
記
あ
て
送
付
し
て
下
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
任
意
の
用

紙
で
結
構
で
す
。

■
応
募
先

　
〒4

0
1
-
0
3
9
2

　
富
士
河
口
湖
町
船
津
１
７
０
０

　
町
役
場
健
康
増
進
課
「
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
」
係

■
締
め
切
り
　
平
成
２０
年
9
月
３０
日(

必
着)

●
問
合
先
　
健
康
増
進
課
　
７２-

6
0
3
7(

直
通)
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家屋を新築したら、家屋調査にうかがいます 富士河口湖町を支える７つの税金

掲示板 １０月は町県民税の第３期の納期です。 町への納税は口座振替が便利です

町の税金についてのお問合せは、富士河口湖町役場　税務課(７２-１１１３)へ

（
８
月
号
の
続
き
）

③
主
要
な
街
路
の
選
定

　
主
要
な
街
路
は
、
街
路
の
状
況
及
び
価
格
事
情
が

　
標
準
的
な
指
標
と
な
る
街
路
を
原
則
と
し
て
状

　
況
類
似
地
域
ご
と
に
１
箇
所
選
定
し
ま
す
。
こ
の

　
場
合
、
国
道
で
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
主
要
な
街
路

　
と
し
て
選
定
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

④
標
準
宅
地
の
選
定

　
標
準
宅
地
は
、
主
要
な
街
路
に
沿
接
す
る
宅
地
の

　
う
ち
か
ら
、
間
口
、
奥
行
、
形
状
等
か
ら
み
て
標
準

　
的
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
宅
地
を
選
定
し
ま
す
。

⑤
標
準
宅
地
の
適
正
な
時
価
の
評
定

　
標
準
宅
地
は
、
属
し
て
い
る
用
途
地
区
の
用
途
と

　
同
一
用
途
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
土
地
の
上
に
建
築

　
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
規
模
、
程
度
等
が
標
準
的
な

　
宅
地
を
選
定
し
、
適
正
な
時
価
の
評
定
に
当
た
っ

　
て
の
判
断
を
誤
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

⑥
主
要
な
街
路
の
路
線
価
の
付
設

　
地
価
公
示
価
格
、
不
動
産
鑑
定
評
価
等
を
活
用

　
し
、
そ
の
７
割
を
目
途
に
１
�
当
た
り
の
評
点

　
数
を
路
線
価
と
し
て
付
設
し
ま
す
。

⑦
そ
の
他
の
街
路
の
路
線
価
の
付
設

　
そ
の
他
の
街
路
の
路
線
価
は
、
主
要
な
街
路
の
路

　
線
価
を
基
礎
と
し
、
街
路
の
状
況
、
公
共
施
設
等

　
の
接
近
状
況
、家
屋
の
疎
密
度
等
宅
地
の
利
用
上

　
の
便
等
を
総
合
的
に
把
握
し
て
付
設
し
ま
す
。

　
（
１０
月
号
に
続
く
）

土
地
評
価
は

　
　
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か 

②

固
定
資
産
研
究

　家屋（建物）を新築しますと、その所有者の方に、

家屋の評価に応じた固定資産税がかかります。その

基準となる家屋の評価は、町の税務課により、家屋

調査を行ない、国より出されている固定資産基準に

基づき、家屋を評価します。さらに、その家屋評価か

ら、価格（評価額）を決定し、その価格をもとに、課税

標準額を算定します。

　国の固定資産基準に基づいて、評価されるため、

基本的に全国一

律の評価が出さ

れます。この評

価を正しく出す

ため、家屋の全

部屋を調査しま

す。基礎、屋根、

外壁、床、内壁、天井、建具、設備等を見させていただ

きます。

　調査には町税務課の職員（家屋評価補助員）が２

名でおうかがいし、延床面積４０坪程度の家屋で、１時

間程で終了します。電話で連絡がない場合、こちらか

ら家屋調査のお願いにまわりますが、基本的に日時

を改めて、所有者の都合に合わせて、調査にうかが

います。

　また、この調査は、物置等の付属家も対象とな

ります。特に、基礎を敷設し、土地に定着性のある

プレハブ物置等が忘れがちになりますので、ご注意

してください。

　家屋を新しく作りましたら、町役場の税務課まで、

ご連絡ください。

　富士河口湖町の町税には、現在７つの税があります。そのうち、税収

の割合も大きく、住民の皆さんになじみの深い税として町民税と固定

資産税があります。

　町民税は、個人にかかる①「個人の町民税」と、会社等の法人にかか

る②「法人の町民税」があります。個人の町民税は、県民税と併せて課

税・収納され、所得税と同じく所得に対して課税されます。所得税とそ

の内容が似ていますが、個人の町民税は前年の所得を基礎としている

ことや一律に均等割がかかることなど所得税と異なる点もあります。

　③「固定資産

税」は、所得の有

無にかかわりな

く、土地や家屋

などの資産価値

に応じて、資産を

持っている人に

かかる税です。

　他の税も、④

「軽自動車税」

や⑤「町たばこ

税」のように住

民生活に身近な

ものが多くあり、

また、⑥「入湯

税」や⑦「遊漁

税」など、利用

者（入湯客や釣

り人など）から

徴収する目的税

もあります。

税　　目

個人の町民税

法人の町民税

均等割

均等割

参考

所得割

１８年度まで

１９年度から

法人税割

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

法人等の資本金等の額
従業員数

課税所得金額

税条例税　　　　　　率

年額　３，０００円　（県民税　１,０００円） 第３１条

第1項

第３４条の３

第３４条の４

第６２条

第８２条

第９５条

２００万円まで　　３％　　参考（県民税　２％）

７００万円まで　　８％　　　　（県民税　２％）

７００万円超　　１０％　　　　（県民税　３％）

一　律　　　　  ６％　　参考（県民税　４％）

５０億円超

１２．３／１００（１２．３％）

１．４／１００（１．４％）

１,０００本につき，３,２９８円（旧３級品は、１,５６４円）

入 湯 税 第９５条入湯客　１人　１日　１５０円

遊 漁 税
遊漁税条例
第７条

釣り客　１日　２００円

年　額　原動付自転車　　　１,０００円～２,５００円

　　　　軽自動車　　　　　２,４００円～７,２００円

　　　　小型特殊自動車　　１,６００円 ・４,０００円

　　　　二輪の小型自動車　４,０００円

５０人超 ５０人以下

３００万円

１７５万円

４０万円

１５万円

１２万円

４１万円

１６万円

１３万円

５万円

１０億円超５０億円以下

１億円超１０億円以下

１千万円超１億円以下

上記以外

町　民　税

富士河口湖町の町税と税率
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[台風について]
　年間で台風が多い時期は８月と９月ですが、過去に甚大な被害をもたらした台風の多

くが９月にやってきたものです。

　大型で広範囲に被害をもたらす台風、小さくても狭い範囲で大きな被害をもたらす

台風、また前線を活発化させて大雨をもたらす台風など、気圧配置の状況からさまざ

まな台風があります。それらによって河川の氾濫、土砂崩れ、暴風等の災害が引き起こ

され、私たちの生活をおびやかすものとなります。

　台風は大きな空気の渦巻きで、反時計回りに強い風が吹き込みます。周辺では暴風

に警戒が必要です。特に、台風の進行方向の右側では、台風の風の速度に台風の移動

速度が加わって風が強くなるため、台風の移動速度が速いほど暴風に対する警戒が一層必要となります。最新の

台風情報に注意することが大切です。

　また、台風が遠くにあるときも油断は禁物です。前線の活動を活発化させ豪雨をもたらす場合や、急に進路を

変える場合もあります。台風が発生したら常に台風情報を収集し備えましょう。

９月２１日（日）～３０日（火）

　運転者、歩行者ともに交通ルールと交通マナーを守り、「我先に…」と、無理な

運転や道路横断で取り返しのつかないことにならないように、「お先にどうぞ」の

気持ちでゆとりを持って、通行しましょう。

　結果は下の表のとおりで、運転席・助手席ともに県内において大変低い着用率です。助手席の着用率に

おいてはワースト２位（７月末調査）という大変低い状況です。助手席だけでなく、小さなお子さんが後部座

席で自由に動き回っている様子もたくさん見受けられました。

衝突時の衝撃に自分の体を支えられるのは、たった時速７キロ程度です。後部座席は前の座席に比べ車内

の天井やドア、前の座席などに体を強く打ち付けられ、大きなケガをしたり死亡したりする率が高いことがわ

かっています。

　車に乗ったら、後部座席を含むすべての座席でシートベルト・チャイルドシートを着用しましょう。

６月末調査

７月末調査

１５４人

１８０人

１３０人

１４４人

８４.４%

８０.０%

８４.７%

８９.８%

２０位

人数 着用者数 着用率 県平均

２７位

［秋の全国交通安全運動］［秋の全国交通安全運動］

　　　高齢者の交通事故防止

(１) 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

(２) 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止

(３) 飲酒運転の根絶

１　運動の基本

２　運動の重点

［助手席］

６月末調査

７月末調査

５１６人

５９０人

４８０人

５４６人

９３.０%

９２.５%

９４.９%

９５.４%

２２位

人数 着用者数 着用率 県平均
順位
(２８市町村中)

順位
(２８市町村中)

２１位

［運転席］

9月30日は「交通事故死ゼロを目指す日」9月30日は「交通事故死ゼロを目指す日」

～町におけるシートベルト着用率調査結果～
役場前道路において、着用率調査を行ないました。

管理課 防災係　℡ 72-6013
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環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
祉
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

大
石
財
産
区
か
ら
の
お
知
ら
せ

総
合
窓
口
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

収
集
日
の
休
日
に
伴
う
代
替
収
集
に
つ
い
て

　
町
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
基
づ
き
、
町
民
カ
レ
ン

ダ
ー
に
は
表
記
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
収
集
日
が
休
日
の

場
合
は
、
代
替
収
集
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
ご
み
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
９
月
１５
日
（
月
）
休
日
の
代
替
は
、
９
月
１３
日
（
土
）
に

　
収
集
し
ま
す
。

◎
対
象
　
小
立
・
大
石
・
河
口
・
勝
山
・
足
和
田
地
区
の

　
　
　
　
燃
え
る
ご
み

■
９
月
２３
日
（
火
）
休
日
の
代
替
は
、
９
月
２４
日
（
水
）
に

　
収
集
し
ま
す
。

◎
対
象
　
船
津
・
浅
川
・
上
九
一
色
地
区
の
燃
え
る
ご
み

■
１０
月
１３
日
（
月
）
休
日
の
代
替
は
、
１０
月
１１
日
（
土
）
に

　
収
集
し
ま
す
。

◎
対
象
　
小
立
・
大
石
・
河
口
・
勝
山
・
足
和
田
地
区
の

　
　
　
　
燃
え
る
ご
み

お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　
総
合
窓
口
課
で
は
訪
れ
る

お
客
様
の
立
場
に
立
っ
た
応

対
で
親
し
み
の
あ
る
町
役
場

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
本
年

度
も
「
お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
来
庁

の
節
は
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

実
施
期
間
　
９
月
16
日
（
火
）
～
29
日
（
月
）
２
週
間

実
施
場
所
　
本
庁
舎
１
階
正
面
玄
関
入
口

　
　
　
　
　 

(

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル)

町
内
の
小
学
校
に
通
う
５
・
６
年
生
の
み
な
さ
ん
と

　
　
お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
へ

　
　
　
　
お
や
こ
で
料
理
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
　
時
　
10
月
25
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
２
時

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
調
理
室

■
内
　
容
　
調
理
実
習
・
試
食
・
食
生
活
に
つ
い
て
の
お
は

　
　
　
　
　
な
し
等

■
参
加
資
格
　
町
内
の
小
学
校
５
・
６
年
生
の
親
子
（
保
護

　
　
　
　
　
　
者
は
祖
父
母
で
も
可
）

　
　
　
　
　
＊
子
ど
も
の
み
の
申
込
み
不
可

■
定
　
員
　
16
組

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
上
ば
き
・
手
を
ふ
く
タ
オ
ル
・
筆
記

　
　
　
　
　
具
な
ど

■
参
加
費
　
無
料

■
そ
の
他
　
当
日
保
険
に
加
入
し
ま
す
。
実
習
で
使
用
す
る

　
　
　
　
　
三
角
巾
は
バ
ン
ダ
ナ
を
当
日
用
意
し
ま
す
。

■
締
切
り
　
10
月
10
日
（
金
）

●
申
込
先
　
町
役
場
健
康
増
進
課
　
℡
７
２
‐
６
０
３
７

特
定
計
量
器
（
は
か
り
）
定
期
検
査
に
つ
い
て

　
計
量
法
の
規
程
に
よ
り
、
は
か
り
の
定
期
検
査
（
２
年
ご

と
実
施
）
を
行
い
ま
す
の
で
、
左
記
の
日
時
に
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
検
査
を
受
け
な
い
は
か
り
を
商
取
引
や
証
明

に
使
用
す
る
と
50
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
９
月
25
日
（
木
）
勝
山
出
張
所
　

■
９
月
26
日
（
金
）
町
役
場

■
９
月
29
日
（
月
）
足
和
田
出
張
所

■
９
月
30
日
（
火
）
上
九
一
色
出
張
所

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分
ま

　
で
で
す
。

●
問
合
先
　
観
光
課
商
工
係
　
℡
７
２
‐
３
１
６
８

　大
石
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
に
つ
い
て

　
９
月
１
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
、
大
石
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
改
修
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

工
事
中
は
全
館
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
工
事
期
間
中
、
住
民
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
は
大
石
紬
伝
統
工
芸
館
で
、

こ
ど
も
館
は
、
大
石
小
学
校
で
実
施

し
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
福
祉
推
進
課
（
７
２
‐
６
０
２
８
）
又
は
、

大
石
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
７
６
‐
７
７
０
２
）
ま
で
お
問
合
せ
下

さ
い
。

大
石
財
産
区
有
地
の
一
部
の
貸
付
の
件
に
つ
い
て

　
大
石
財
産
区
管
理
会
で
は
、
管
理
地
の
有
効
利
用
を
鑑

み
、
財
産
区
有
地
で
あ
る
次
に
揚
げ
る
土
地
を
一
般
に
貸

し
付
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

■
所
在
地
　
　
大
石
２
５
８
５
‐
１
９
２
の
一
部

　
　
　
　
　
　
（
8
6
1
・
2
0
㎡
）

■
地
　
目
　
　
山
林
　
　

■
面
　
積
　
　
６
６
０
・
９
０
㎡

　
貸
付
条
件
及
び
方
法
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、《
大
石
財
産
区
有
地

土
地
賃
貸
要
綱
》
を
、
９
月
５
日
か

ら
町
役
場
管
理
課
及
び
大
石
住
民

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
配
布
い
た
し

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
町
役
場
管
理
課
地
域
係
　
相
澤

　
　
　
　
　
（
大
石
財
産
区
事
務
局
）
℡
7
2
‐
6
0
1
3



広
報
富
士
河
口
湖

　
７

心
の
教
育
講
演
会

「
み
ん
な
悪
い
こ
と
し
て
　
大
き
く
な
っ
た
」

　
大
石
小
・
河
口
小
・
河
口
湖
北
中
の
北
岸
三
校
は
、

県
教
委
よ
り
「
小
中
連
携
ふ
る
さ
と
や
ま
な
し
道

徳
教
育
推
進
事
業
」
、
文
部
科
学
省
よ
り
「
道
徳
教

育
実
践
研
究
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
道
徳
教
育
の

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
心
の
教
育
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
子
育
て
真
っ
最
中
の
保
護
者
の

皆
さ
ん
、
地
域
で
子
ど
も
の
育
成
に
関
わ
っ
て
い

る
皆
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
９
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

■
場
　
所
　
河
口
小
学
校
体
育
館

●
問
合
先
　
河
口
湖
北
岸
３
校

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
や
ま
な
し

　
　
　
　
　
　
道
徳
教
育
推
進
協
議
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
７
６
‐
７
３
３
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
口
小
・
渡
辺
）

みんなの町の誕生日をみんなで盛り上げよう！みんなの町の誕生日をみんなで盛り上げよう！
　今年で５年目を迎える、みんな町の誕生日イベント。今回は、１１月２日（日）、河口湖ステラシア

ターを中心に行います。前月号の広報誌でお知らせしましたが、町民体育館では、パラリンピック

車イスバスケット・キャラバンの実施が決まるなど、興味深い企画が盛りだくさん、お楽しみに!

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(詳しくは、１０月広報誌などに掲載します。)

出店者、フリーマーケット、パフォーマンス参加者大募集！

ペットボトルキャップを集めて、世界の子どもたちにワクチンを送る活動に協力を！

①当日、参加者の皆さんのお腹を満たしていただける店などの出店者を募集します。

　ステラシアター正面玄関前広場で、イベントの雰囲気を盛り上げていただける個人、団体の方々の

いろんな芸能・パフォーマンスを披露していただける方を募集します。

③いろんなパフォーンスをしていただける個人・グループを募集します。

　みんなの町の誕生日イベントは、この町に住み、活動している個人や、団体、企業の皆さんの力と知

恵と熱意などで行いたいと思っています。よろしくお願いします。

④このイベントに協賛していただける企業、手伝っていただける団体や個人を募集します。

　ステラシアター内に２０区画のスペースを用意します。

②フリーマーケット出店者を募集します。

●①～④の募集は9月30日まで。町役場企画課（72－6023）まで連絡してください！

●ペットボトル・キャップの集め方
　★各地区リサイクルセンターや役場、出張所に回収箱を用意します。(９月１６日以降)
　★11月2日のイベント当日、河口湖スタラシアターへ持ってきて下さい。

　今回のイベントは、特に環境を考え、ごみを出さないイベントにします。そこで、食べ物や飲み物の

器などについては、実行委員会で用意させていただきます。この器代については、皆さんや出店の方

々に多少の負担をしていただきます。また、出店のテント代の負担金をいた

だきます。この基本的な条件で出店していただける出店者を募集します。出

店場所は、ステラシアター正面玄関前広場です。

ペットボトル
・キャップ８

００個で

１人の子ど
もの命が救

えます。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、ごみとして捨てられているペットボトルの

キャップを集めて、リサイクルメーカーに売った代金を、ＮＰＯ法人［世界の子どもにワ

クチンを日本委員会（ＪＣＶ）］に寄贈します。「ＪＣＶ」では、この寄贈したお金でワクチ

ンを購入し、世界でワクチンを必要としている子どもたち

に届けていただきます。

　全国でも有数な観光地である本町には、再利用できて、活用できる大量のペットボトル

･キャップがあります。そこで実行委員会では、１１月２日までに全町の皆さんの協力で、この

ペットボトル・キャップを集め、資源の有効活用として、ワクチンを必要としている世界の子

どもたちにワクチンを送りたいと思います。是非、ご協力をお願いします。
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ぴ
ゅ
あ
富
士
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
・
東
部
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
親
子
い
け
花
チ
ャ
レ
ン
ジ
　

　
　
　
ひ
と
足
早
い
秋
を
生
け
て
み
ま
せ
ん
か
」

■
日
　
時
　
９
月
13
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時

■
講
　
師
　
小
原
流
教
授
　
落
合
容
子
・
増
田
友
紀
さ
ん

■
内
　
容
　
日
本
の
伝
統
文
化
「
い
け
花
を
」
親
子
で
体
験

　
　
　
　
　
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
大
人
も
、
い
け
花
の
基

　
　
　
　
　
本
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
日
頃

　
　
　
　
　
の
生
活
に
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
持
ち
物
　
雑
巾
１
枚
、
新
聞
紙
２
～
３
枚
（
全
員
）

　
　
　
　
　
剣
山
、
花
は
さ
み
、
花
器
（
あ
る
方
）
　
　

　
　
　
　
　
※
道
具
は
全
て
貸
し
出
し
で
き
ま
す

■
対
　
象
　
小
中
学
生
と
保
護
者
　
10
組
　
要
申
込
み
。

■
材
料
代
　
１
作
品
５
０
０
円
（
親
子
で
１
作
品
作
っ
て

　
　
　
　
　
も
、
２
作
品
で
も
可
）

「
布
ぞ
う
り
作
り
～

　
　
健
康
的
な
エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

■
日
　
時
　
９
月
17
日
（
水
）
、26
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

■
内
　
容
　
エ
コ
な
健
康
グ
ッ
ズ
の
布
ぞ
う
り
、
と
て
も
い

　
　
　
　
　
い
も
の
で
す
。
今
回
は
一
斉
講
習
の
た
め
、
同

　
　
　
　
　
じ
教
材
を
使
い
ま
す
。
２
日
間
の
講
座
で
、
す

　
　
　
　
　
て
き
な
布
ぞ
う
り
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

■
講
　
師
　
小
佐
野
き
さ
子
、
在
原
勝
子
、
和
光
智
子
さ
ん

■
対
　
象
　
両
日
と
も
参
加
で
き
る
方
　
12
名
（
先
着
順
）

■
材
料
費
　
１
０
０
０
円

「
～
元
気
力
ア
ッ
プ
の
た
め
に
　

　
☆
あ
な
た
の
内
臓
脂
肪
・
血
管
年
齢
測
り
ま
す
！
」

■
日
　
時
　
９
月
20
日
（
土
）
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

■
講
　
師
　
瀬
子
義
幸
さ
ん
（
環
境
科
学
研
究
所
研
究
員
）

■
内
　
容
　
内
臓
脂
肪
と
血
管
年
齢
を
測
っ
て
も
ら
う
こ

　
　
　
　
　
と
が
で
き
ま
す
。そ
し
て
、メ
タ
ボ
と
は
何
か
、

　
　
　
　
　
水
と
健
康
の
関
係
等
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す

　
　
　
　
　
く
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。

■
対
　
象
　
成
人
20
人
　(

要
申
し
込
み
、
先
着
順
で
す
。)

■
そ
の
他
　
講
座
は
無
料
で
す
。
12
月
６
日
に
は
、
利
き
水

　
　
　
　
　
体
験
を
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
、
水
と
健
康
の
関

　
　
　
　
　
係
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
す
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
ぴ
ゅ
あ
の
子
育
て
サ
ロ
ン
へ
」

■
日
　
時
　
10
月
１
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～
12
時

■
講
　
師
　
コ
ー
プ
や
ま
な
し
ス
タ
ッ
フ
、
ぴ
ゅ
あ
富
士
職
員

■
内
　
容
　
親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
な
が
ら
、
日
頃

　
　
　
　
　
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
・
親
子
で
あ
そ
ぼ
、
ニ
コ
ニ
コ
タ
イ
ム

　
　
　
　
　
・
し
ゃ
べ
っ
て
、
聞
い
て
、
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム

　
　
　
　
　
・
お
楽
し
み
な
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

■
対
　
象 

未
就
学
児
と
保
護
者
20
組(

要
申
込
み
、
先
着
順)

※
ど
の
講
座
に
も
託
児
が
あ
り
ま
す
。
３
日
前
ま
で
予
約

●
申
込
み
・
問
合
先
　
ぴ
ゅ
あ
富
士
　
企
画
担
当
　
菊
池

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

45-

1
6
6
6
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5
4-

45-

1
6
6
3

　
Ｂ
型
肝
炎
、
Ｃ
型
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
に

対
す
る
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
対
象
者
　
山
梨
県
内
在
住
者
で
Ｂ
型
慢
性
活
動
性
肝
炎
、

　
　
　
　
　
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
及
び
代
償
性
肝
硬
変
の
認
定

　
　
　
　
　
基
準
を
満
た
し
、
保
険
適
用
と
な
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
製
剤
に
よ
る
治
療
を
受

　
　
　
　
　
け
ら
れ
る
方
。

■
助
成
内
容
　
各
種
保
険
診
療
の
請
求
額
か
ら
世
帯
の
市

　
　
　
　
　
　
町
村
民
税
額
に
応
じ
た
自
己
負
担
額
を
除

　
　
　
　
　
　
い
た
額
を
国
と
県
が
助
成
し
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
書
類
等

　
�
受
給
者
証
申
請
書
、
�
診
断
書
、
�
住
民
票
謄
本
、

　
�
保
険
証
の
写
し

■
申
請
窓
口
・
問
合
先
　
保
健
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
２
４
‐
９
０
３
５

　
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
最

寄
の
医
療
機
関
で
無
料
で
受
け
ら
れ
る
緊
急
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
期
　
間
　
～
平
成
21
年
３
月
31
日
（
今
年
度
限
り
）

■
受
診
方
法
　
保
健
福
祉
事
務
所
に
受
診
券
を
電
話
で
申

　
　
　
　
　
　
請
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
券
を
受
け
取
っ
た

　
　
　
　
　
　
ら
、
県
と
契
約
を
結
ん
で
い
る
医
療
機
関
で

　
　
　
　
　
　
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。

■
対
象
者
　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
診
し
た
こ
と
の
な

　
　
　
　
　
い
者

●
問
合
先
　
保
健
福
祉
事
務
所
　
℡
24
‐
９
０
３
５

　　
日
本
は
先
進
国
の
中
で
も
結
核
感
染
者
が
多
く
未
だ
に

「
中
程
度
ま
ん
延
国
」
で
す
。
結
核
の
制
圧
は
早
く
て
２
０

６
０
年
ご
ろ
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
充
分
な
結
核

対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
の
問
題
点
は
、

１
　
高
齢
者
の
発
病
率
が
依
然
高
い
。

　
　
体
力
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
老
人
施
設
、
医
療
機
関

　
　
で
の
集
団
感
染
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
。

２
　
若
年
層
の
感
染
性
の
増
大

　
　
結
核
未
感
染
の
た
め
、
学
校
や
職
場
で
集
団
感
染
の

結
核
は
現
在
で
も
我
が
国
最
大
の
感
染
症

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が

　
　
最
寄
の
医
療
機
関
で
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
費
の
助
成
に
つ
い
て



広
報
富
士
河
口
湖

　
９

第
16
回
地
場
産
業
ま
つ
り

「
ヤ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　FUTSAL HOKUROKU 2007

」

　
　
お
そ
れ
が
あ
る
。

３
　
か
ぜ
と
考
え
て
発
見
が
遅
れ
る
。

　
　
健
診
な
ど
で
胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
撮
る
機
会

　
　
が
な
い
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
結
核
の
正
し
い
理
解
と
協
力
を
得

る
た
め
、
９
月
24
日(

水)

～
９
月
30
日(

火)

を
結
核
予
防

週
間
と
定
め
て
普
及
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
結
核
予
防
と
し
て
注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト

・
２
週
間
以
上
せ
き
が
続
く
と
き
は
早
め
に
受
診
す
る
。

・
毎
年
１
回
は
定
期
健
診
を
受
け
、
胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

　
写
真
を
撮
る
。

・
乳
児
は
生
後
６
ヶ
月
ま
で
に
必
ず
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け

　
る
。

●
問
合
先
　
地
域
保
健
課 

電
話
24-

９
０
３
５

　
ど
ん
な
に
小
さ
い
動
物
で
も
、
人
と
同
じ
よ
う
に
命
や

感
情
が
あ
り
ま
す
。
飼
い
主
は
ペ
ッ
ト
の
習
性
を
理
解
し

て
、
周
り
に
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
配
り
、
愛
情
と

責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で
面
倒
を
見
ま
し
ょ
う
。

○
お
知
ら
せ
○

　
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
が
い
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
保
健
所
や
市
町
村
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
県
の
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
迷
子
に
な
っ
た
り
保
護
さ
れ
た
り
し
て
い
る
犬

や
猫
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
動
物
愛
護
イ
ベ
ン
ト

■
日
　
時
　
９
月
23
日
（
火
）
午
前
10
時
～

■
場
　
所
　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
（
甲
府
市
）

■
内
　
容
　
動
物
ク
イ
ズ
、
犬
の
し
つ
け
方
教
室

■
日
　
時
　
10
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
～

■
場
　
所
　
富
士
北
麓
公
園

■
内
　
容
　
動
物
愛
護
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
22
日
（
土
）
午
後
２
時
～

■
場
　
所
　
帝
京
科
学
大
学

■
講
　
師
　
加
隈
　
良
枝
　

●
問
合
先
　
衛
生
課
　
電
話
24-

９
０
３
３

　
　
　

　
山
梨
県
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
頃
か

ら
の
県
内
地
場
製
品
の
ご
愛
用
や
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
来
館
、

施
設
の
利
用
に
感
謝
し
て
、
地
場
産
業
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
す
。
ご
家
族
、
お
友
達
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出

か
け
の
う
え
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ス
タ
ッ
フ

一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
９
月
27
日
（
土
）
～
28
日
（
日
）
２
日
間

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
山
梨
県
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容

　
①
日
頃
の
ご
愛
顧
に
応
え
て
、
織
物
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な

　
ど
の
宝
飾
品
、
お
菓
子
、
ワ
イ
ン
な
ど
を
特
設
会
場
に

　
て
奉
仕
価
格
で
販
売
、
北
海
道
海
産
物
展
も
同
時
開
催

　
②
ク
ラ
フ
ト
作
家
に
よ
る
「
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

　
③
お
買
い
上
げ
の
皆
様
に
豪
華
景
品
が
当
た
る
「
お
楽

　
し
み
抽
選
会
」

　
④
手
織
・
し
ぼ
り
染
め
・
木
工
な
ど
の
「
ク
ラ
フ
ト
体

　
験
コ
ー
ナ
ー
」

　
⑤
勝
山
ス
ズ
竹
工
芸
の
実
演
コ
ー
ナ
ー

　
⑥
万
個
の
積
木
な
ど
の
「
子
供
わ
く
わ
く
広
場
」

　
⑦
焼
き
そ
ば
や
地
ビ
ー
ル
な
ど
の
屋
外
飲
食
コ
ー
ナ
ー 

　
⑧
郡
内
太
鼓
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
よ
る
郷
土
芸
能

●
問
合
先
　
山
梨
県
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　 

℡
24
‐
４
４
０
６
　F

A
X

24
‐
５
３
１
９

■
期
　
日
　
10
月
18
日
（
土
）
　
雨
天
中
止

■
場
　
所
　
富
士
北
麓
公
園
　
陸
上
競
技
場

■
対
　
象
　
県
内
在
住
者
で
以
下
の
条
件
を
満
た
す
者

　
①
15
歳
以
上
の
男
女
（
高
校
生
以
上
）

　
②
郡
内
在
住
者
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
を
優
先

■
定
　
数
　
48
チ
ー
ム

■
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
４
０
０
０
円

■
申
込
み
　
所
定
の
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
　
　
　
　
窓
口
・FA

X

・Ma
i
l

・
郵
送
の
い
ず
れ
か
に
て
富

　
　
　
　
　
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所
ま
で
。

※
定
数
オ
ー
バ
ー
の
場
合
は
主
催
者
の
責
任
に
お
い
て
抽

　
選
を
行
い
、
参
加
の
可
否
を
通
知
す
る
。

■
申
込
期
間
　
９
月
15
日
（
月
）
～
９
月
23
日
（
月
）

●
問
合
先
　
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
担
当
　
日
下
部
　T
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県
動
物
愛
護
デ
ー

県
民
の
日
記
念
行
事
　
富
士
吉
田
会
場

猫
の
飼
い
方
教
室

９
月
２０
日
～
２６
日
は
動
物
愛
護
週
間
で
す


